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(海外出張報告〉

「併合」前朝鮮における

体育団体設置者の特徴について

西尾達雄

はじめに

いわゆる「日韓併合J以前の大韓帝国期末の朝鮮では，いくつかの体

育団体が結成されている。この時期の体育団体については，羅絢成『韓

国体育史』ぺ同『韓国体育史の研究t)，あるいは大韓体育会編『大韓体

育会史fなどで明らかにされている。羅絢成は， r運動会は，当時の開
化運動の推進体として，また国家的重要行事としての様相を帯びるよう

になった。このような運動会の刺激を受け，体育は徳育及び知育と並行

して国民教育に不可欠な一要素であることを認識されるとともに，国家

情勢に照らして，体育運動を通しての民族団結こそは，思権回復の唯一

の力であることを悟り，民間体育自体の組織が活発に展開されたJ')と

述べている。また筆者はすでに，このような体育が「国権回復の唯一の

力である」という認識が，当時活発に展開されていた愛国啓蒙運動との

関連している事実を指摘し，愛冨啓蒙団体の一つである「学会Jの体育

思想と活動について検討を進めている。5)

本稿は，体育団体設立が「運動会Jとし、う形態をとった民族運動を背

景にしている点を確認するとともに，体育団体設立趣旨の理念を再検討

し，設立趣旨を生み出した設置者の思想的・階級的特徴を究明すること

をねらいとしている。つまり，体育団体と愛国啓蒙運動との結び付きを

体育団体の側から検討しようとするものである。
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i 愛国啓蒙運動の特徴

まず最初に，愛国啓蒙運動とは何かについて簡単に述べておこう。

1894年，一地方政治の悪政を批判する事に端を発した甲午農民戦争が

起った。その中で要求された国政改革は，甲午改革に反映されたが，親

日政府の施策によって自主独立の眉家体制を確立するには至らなかった。

その後眉毘の間では，民族危機の深化に対し，国権回復と自主独立の達

成をめざす民族運動が全国的に繰り広げられるようになった。

その中心を担ったのは，独立協会に参加した人々であった。独立協会

は， 1896~三徐載弼(ソ・ジェヒ。ル〉という甲申政変(1884年)後米国に

亡命した開化派人士を中心に創設されたものである。徐載弼は，一市民

として国民の先頭に立ち，田氏大衆の啓蒙によって民族の自主独立への

大衆的覚罷と近代的な自主的立憲国家としての国家法秩序の確立とに努

力したので-ある。6)

しかし，独立協会の活動が封建勢力の牙城ソウルで展開されたこと

や，その運動が地方に波及せず全国的規模でなされなかったことなどに

よって，保守派権力の反動攻勢にうちかつことができず失敗してしまう

のである。

だが，それによって拡散された大衆的な民権思想は， 20世紀初頭の愛

冨啓蒙運動の中に継承されるのである。もっとも，内修外学のスローガ

ンのもとに新しい教育と文化の普及を当面の主要内容としたこの運動

は，その政治的性格においてはF 独立協会の運動に比して一歩後退した

ものと言われている。7) そこには，歴史的情勢の変化が作用していたの

である。つまり1905年以後，朝鮮は日本の「保護国j とされるが，こう

した情勢の変化が彼らに由政の改革よりも，日本の侵略から国権を田復

することを第一義的民族課題とさせ，これを優先させたからである。

また p この時期の国権回復運動のもうひとつの潮流として，反日義兵

運動がある。これは，国権回復を第一義的課題として掲げている点で

は，愛層啓蒙運動と間様であるが，日本侵略者と其に追髄する政府に武

力的に対決した点で、啓蒙運動と一線を画している。この義兵運動に対し

て，愛国啓蒙運動の側は，民族敵に対する怒りは共通のものだが，義兵

運動は『不度時，不量力』の無謀な蜂起であるとして批判的であった。
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しかし，被らが，義兵運動を愛国的義挙として評価していたことも見逃
してはならない。それは，私立学校用の国史教材 CW幼年必読~， w東国史
略~， w大韓歴史』など)および一般むけの出版物で抗日上疏および憤
死，義兵将の自績などを愛国精神の亀鑑として紹介していることから理
解することができる 8)

このように愛国啓蒙運動は，国家回復のための直接対決を評価しなが
らも，今は，将来の自主独立に備えて実力を養成するために，大衆の愛
国精神を啓発し，近代的教育と産業を振興させる運動を展開したのであ
る。こうした自擦を持った活動の中で，民間の啓蒙団体や学会が各地に
続出し，大衆講演，出版活動，学校設立などが活発に行われたのである。
このような愛国啓蒙運動の中で，体育運動と関連すると思われる教育
救国運動，とりわけ学会の活動について次に整理しておこう。

E 学会の活動と体育

この時期には，大韓自強会をはじめとして多くの民間結社や学会が結
成される。大韓自強会は，独立協会が弾圧されて以後 p その思想的系譜
につらなる民間結社で，会長には安致畏(ユ・チホ/元独立協会会長〉
が就任している。この団体は，北は義;1+/から南は済州島まで各地に支会
を組織し;教育の拡張と産業の発達の研究を目的として全国的規模で活動
したといわれている 9) しかし，開会は， 1907年の高宗譲位，第三次日
韓協約の強要に反対する集会を組織し，その際起った事件により解散を
余儀なくされた。

その後の主要な結社としては，大韓協会や新民会があげられる。大韓
協会は，大韓白強会の活動を引き継ぐ、ものとして張志淵らの発起によっ
て組織されたものである。しかし，その認可の条件として日本人大垣丈
夫を顧問とすることがあり，その活動は大韓白強会以上に制約されたも
のであった。

このような中央での活動が制約されているなかで，各地方では，それ
ぞれの地域出身者たちを中心として学会があらわれ，大衆啓蒙と教育振
興のための活動を展開した。その最初のものは， 1906年の西友学会と漢
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北学会である。

これらの学会に対して，政府は， r臼本ニ於ケル教育会ノ如キモノナ
リト難柳カ其類ヲ異ニスノレ点jがあると前置きして， r韓国ノ学会ハ唯
教育ノ普及発達ヲ目的トスルノミナラス併セテ政治ヲ談議スル機関ニシ

テ教育会ト政治団体トノ混同セルモノナリ」と捉えていた。 10)

そして，このような学会は， I其弊ヤ放任ス可ラサルモノアノレヲ以テ

学会令ヲ発布シテ，学芸ノ普及発達ヲ目的トスル学会ニアリテハ政事ニ

関渉シ営利ヲ営ムコトヲ得サラシメ以テ所謂純粋ナノレ教育団体トナセ

リJ11) としたのである。さらに，学会の性格を特徴づけるものとして，上

記の教育会と政治団体との混同というとらえかたは， 1909年4月頃の学

部(俵孫一次官〉の判断であったが，同年9月には，学部の判断は，次の

ように政治団体が教育を語っているというように変化しているのである。

「従来韓国ニ於テハ諸種ノ団体アリ此等ノ団体ハ重ニ政治上社会上ノ事

項ヲ目的トスルモ兼テ教育学芸に関スル事項ヲ目的トシテ政治ト教育ト

ヲ混同シ延イテ学生ニ政治思想ヲ注入スル弊アリj12) というのである。

もっとも，学会の設立は， 1906年以後，日帝統監府の強圧措置によ

る，事実上わが民族の主権回復運動が出来なくなると， w十年之計，莫如

種樹』といわれているように，直接的な抵抗運動を後日にして，表面上

は運動の方針を学会活動に切りかえたところから生じたのであり，その

最大の目標が実は独立思想を鼓舞することにあったわけであるが，表面

上は単なる知識の伝達と普及のための啓蒙におかれていたのである。日)

このような愛国啓蒙運動，とりわけ教育を通しての啓蒙運動の展開が私

立学校における教育，体育の発展に寄与していたのである。

平壌に大成学校を創設した安昌浩(アン・チャンホ)は，平壌を中心

とする全国的規模の秘密結社新民会を結成しているが，その活動目標を

みれば，このことが明らかである。その活動目標は，以下の通りである。

(1) 国民に民族意識と独立思想を鼓舞すること

(2) 同志を発見して団結し，国民運動の力量を蓄積すること

(3) 教育機関を各地に設置し，青少年の教育を実施すること

( 4) 各麗商工業機関をつくり，団体の財政と国民の富力を増進するこ

と凶

このような呂標達成の一環として安昌浩は，大成学校を設立したので
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ある。また，一方では株式会社として平壌馬山洞磁器会社，出版活動の

ため太極書館(ソウル，平壌，大丘町などを設立し，産業面での進行を

計画し，自立的な経済的基盤を確保しようとしたのである。これらの活

動は，全国のモデルとして拡大する計画であったが， 1910年の併合を前

に弾圧され消滅してゆくのである。

大成学校において体育が重視された事実については，既に明らかにし

ているが，要約すれば， r反日愛国者の備えるべき体力を訓練し，民族精
神を備えた人簡を形成することJであった。悶

また，学会の中でもっとも早く結成された西友学会・西北学会の機関

誌には，毎号，衛生や体育に関する論説や論文が掲載されている。開表

1は，西友学会の機関誌『西友J第l号から第14号までの関係論文及び

表~西友』誌上に掲載された論文及記事

論文記事 i発 行 号 I~著者 l 題白及び主な内容

金書喜善 l体育の必要
柳東{乍 l体脊徳脊知育
本卜聖欽 i普通教育は国民の要務
教育部 I(無題〕王公教育の中で兵式運動

について述べる

第14号 i不祥 i人格は如何に養成すべきか(続)
幼学論|第6号~第10号|朴段樋|幼児教育について身体形成の重要性

i を説く
柳東作|学校衛生の必要

金鳳現 i衛生論
i司1: I 向上
李釜君主i衛生の要論
劉漢性 l衛生論
李達元 i衛生論
本ト棺穆|衛生論十条

衛生部 l児意の衛生
金明溶|幼児教育における身体形成，運動，

遊厳等

西友学生親睦会運動場演説

愛国精神談

西友学生運動会運動歌

連合運動会開催の記事

外国人の公権及公法上義務，身体の

自由権

第13号~第14号 1:不祥 I W自助論Jとして体力について述べる
第13号 l不祥 I W民法講義の概要』で自然人について
第13号 |時事 l私立学校連合運動会の記事
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記事を整理したものである。川 西友学会は，既に述べたように，主権担

復のために国民に独立思想，愛国思想を鼓舞するために結成されたもの

であるが，新教育を普及して人材を養成して民族啓蒙の一手段として月

報を刊行したのである。そこに様々なテーマで体育，衛生論を展開した

ことは，独立運動家の身体に対する科学的な認識と身体形成の方法を提

起するものであった。衛生論は，単に身体や環境を清潔にするためにの

み強調されたのではなく，愛冨的行動を実現するためには健康な身体が

必要だという認識があったので、ある。また体育論の中でも李鍾満の「体

育が国家に対する効力」とし、う論文は，体育は精神的国民を創る根本で

あり，国民の団結力を生み出す源であり f盟家が強固になる基礎である

と述べている。この体育論や衛生論の目的は，さらに運動会とし、う形態

で実践され，同時に開かれた演説会や懇親会でも強調され，これらが結

合して学生や民衆の志気を高め盟権回復の方向へと導くものであったの

である。

また，これに続く他の多くの学会もその目的遂行のために，学校設立

にあたったが，その一つに畿湖興学会の畿湖学校がある o 同校は， 1908 

年6月20日に開設されているが，その設立要旨は，地方の教育が教師の

欠乏によって発展しないため，畿湖学校で教師の資格のある者を養成し

ようとするところにあった。間校は，師範学科と中等学科で編成され，

本科と特別科をもち，卒業年限は，本科3年，特別科I年半とされてい

た。学科自は，修身，教育，学校管理法，地文及び他誌，歴史，物理，

化学，博物，算術，語学，経済，法学，農学大要，図蘭，音楽，体操と

いうように多面的なものであった。しかも各教科担当の教師の中で，体

操を李怪穏，越照轍，食致勲，南基爽らが当っていたのである。凶 他教

科の担当教師が一人で2"-'3科目を担当していたのに対し，体操は四人

の教師が担当していたのである。

畿湖興学会の活動については，後日詳しく検討する予定であるが，こ

のような事実から見ても次のようなことを指摘することができる。すな

わち，開化期朝鮮における政府の近代学校設置とその教科目配当は，近

代国家建設に必要な人材の育成という観点からなされたということがで

きるが，この学校における教科目は，単に近代化政策として配当された

ものではないと考えられるのである。当時の学会活動の性格からして，

198 



ιマ

大成学校や西友学会などと同様の理念に基づくものであったと考えられ
るからである。特に，体操担当教師が他教科担当教師より多かったとい
う点は，どのような理由であろうとも，体操教師を多く採用する必要性
があったということであり，体操をより多く行なったと考えることがで
きるのである。当時の私立学校の多くが兵式体操を盛んに行なっていた
ことを考えあわせれば，この学校でも同様の趣旨で行なわれていたと考
えられるのである。

ところで，愛盟啓蒙運動の指導思想を代弁した思想家は，ほとんどが
漢学者であった。皇域新聞の柳瑳，朴段植，張志淵，大韓毎日申報の梁
起鐸，申采浩らは，当時を代表する啓蒙思想家であったが，いずれも漢
学者であった。彼らは， 18世紀後半期の開化派の俊才食吉溶の『西遊見
聞ι1890年代清国変法運動の理論家梁啓超の『飲氷空文集』などから思
想的影響を受けていたとし、う。聞 このことは，朝鮮実学の北学思想を淵
源とする近代開化思想が，甲申政変一甲午改革一独立協会一愛国啓蒙運
動の諸活動の中にその底流として貫かれていることを示している。捌
このような，漢学者の中で，湖南学会の教育部長であった李析は，新
しい学問の重要な要素として，体育を主張している。彼は，これまで自
分が学んできた学聞は， r国家存亡Jの現在では全く「無用」なものであ
りp それを学んだ自分は「国家が亡びるというのにただ見ているばかり
の人間奴隷に甘んじて，それから開放する方法を知らない人間になって
しまったJと反省し， r三育の法」を主張するのである。李折の体育に対
する考えかたは， I日学問における教育が， 8~9歳の子どもを一日中坐
学で縛るものであり，全く子どもの健康と発育を阻害するものであると
いう認識に基づくものである。そして健康と体力のある子どもを育成す
ることが「国家存亡」に対応する教育の課題であるというものであった。
李折は，このような主張を「一斧野破論j21iで述べているが，このような
教育認識は，当時の私立学校の多くに共通するものであった。そのこと
は，当時の私立学校で多用されたといわれる『初等倫理学教科書~22) に
見ることができるのである。そこでは， r保康健Jr養道徳Jr章知能」と
いうように「体，徳，知」について述べられていた。「保康健Jでは，
付清潔を貴ぶこと， cオ節度を守ること，同噌欲を戒めること，伺操
練に勤めること，という四つの課題を設定している。これをきちんと実
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行することによって，衛生的で健康な身体を作ることができるとしてい

る。特に， I操練に勤めるj理由をみれば，何故「保康鍵jを他の教育と

同等に含めているかを知ることができる。つまり， I東西各国のひとは

皆，日々に操練に従事し，其外にも撃剣や馳馬や蹴踊や角艦や習射や撃

槍や遊泳競渡の各種を練習し，為戯為楽する故に英人種が強く，国が亦

強いのである。弱国の少年たちは，此等の撞育を知らないことによって

自が護麗し，背が拘{婁になる。……人弱ければあるいは死ねば，国まさ

に安頼せず，青年諸君よ其善を自ら愛せよj剖というのである。ここで

は，強冨といわれる国々では，体育をよくやっている。だから人が強壮

になり，菌もまた強国となるのである。したがって，若者は体を鍛え

て，国家が安泰するように努めなければならない，としているのである。

以上のように愛国啓蒙運動は，学校教育，実業，出版事業を通じて民

智を啓き，民力を養うこと p そのことによる民族の実力養成をg的とし

ていたのである。とりわけ，学会やその他の私立学校での教育は，愛国

精神鼓舞と体力育成の拠点的役割を果したといえよう。

このような愛国啓蒙運動を主導的に担ったのは，李訴のような漢学者

だったのである。このことは，当時の朝鮮において， I日来の学問・教育

との決別と新教育の受容が進行している事実を示しており，これ以後新

しい階層が生まれ，新しい教育と文化を育てていくようになることを示

しているといえよう。このような新しい流れの中で「学会Jを中心とし

た教育救関団体は，私立学校を設立し教育を実践したのである。その教

育実践は，新教育の中に民族危機→民族意識→体力づくり・兵士訓練→

独立精神=盟権回復という思想的図式が位置付けられ，体育活動重説の

思想と運動を展開するようになったということができるのである。この

ような社会的諸運動の発展の中で運動会の性格が変化し，民族主義的な

体育団体が生まれるようになるのである。最後にこのような運動会の推

移といくつかの体育団体を取り上げ，その性格について検討を加えるこ

とにしたい。
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E 運動会の変化と体育団体の結成

l 運動会開催の経緯

運動会の始まりは， 1896年〔建陽元年) 5月2日，英語学校で行われ

た花柳会という催しであった。それは，英国人教師ハッチスン

(Hutchison)の指導によるものであるが，その目的は，景色の良いところ

で運動会を兼ね，心身の鍛練と寛大で勇往逼進の気像を養うためであっ

た。閉 それは，漢学中心の坐学からの開放であるとともに，体育活動の

教育における役割を理解させる契機となるものである。その後運動会は

徐々に増えて行き， 1905年から1909年にかけては， r運動会全盛時代を
成し遂げJ25)，毎年各学校で開かれるようになり，結局各学技連合運動会

に発展したのである。

英語学校・花柳会以後「日韓併合」までの運動会は，李挙来によって

新聞資料等から198事例が明らかにされている。26) もちろん，これだけ

が当時行われた運動会のすべてというわけではないことは言うまでもな

い。m その主なものは，表2の通りである。 198の運動会の事例から分

かることは， 1899年頃までには13事例でほとんど官立学校が中心であっ

たのに対し，残りの事例が1905年以降に開催されたもので，民間団体や

私立学校でも運動会を開催するようになヲたことを示している。そし

て， 1907年以後学部は，学部主催で春・秋の 2回の運動会に定期化しよ

うと意図したが，学部主催以外の運動会が圧倒的に開催されている。因

みに， 1905年以後各年間に開催された運動会の数は， 1905年代 2例，

1906年代 17例， 1907年 28例， 1908年 84例， 1909年 20例， 1910年 35例

であった。

1895年の甲午改革以降，学校教育制度が確立され，体育が学校教育の

一つの教科目として取り入れられ，官・公・私立各学校に普及されてき

た。しかし当初は，予算や教員などの不足から振るわなかった。しか

し，その後十年足らずの間に徐々に成果を上げるようになった。特に，

1905年の第2次回韓協約以後，日本の朝鮮侵略が激化する中で，民族危

機意識を背景に私立学校を設立し， r民族意識の鼓舞と体力づくり」を
目標として，体育を重視するようになったのである。運動会は，その活

動の基盤になったので、ある。
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年月日 主催 ニb乙
イヨ

表 2 1896年から1910年までの主な運動会

場 所

1896. 5. 2 1英語学校花柳会
1896. 5.311官立小学校運動会
1897. 4.111.京城学堂・運動会
1897. 4.271官立小学校運動会
1897. 6.161英語学校・運動会
1898. 5.28 1 官立外国語学校・大運動会
1899. 4.21 1宮私立小学校運動会
1899. 4.29 1外国語学校学徒大運動会
1899. 5.10 1武官学校学徒大運動会
1899. 8.231日本守備隊陸軍将卒運動会
1899. 8.241 13本守備隊陸軍将卒運動会
1899.10. 71日本公立小学校秋季運動会
1905. 5.22 1 皇城基督教青年会・運動会
1905. 5.29 I海外!浄土宗教会学校春季運動会
1906. 4.221霧洞私立興化学校春季運動会
1906. 5. 9 I学部主催官公私立連合運動会
1906. 6.10 I大韓体育倶楽部・運動会
1906.10.271各私立学校大運動会
1907. 4. 31官私立学校大運動会
1907. 5. 21学部・春季連合大運動会
1907. 5. 5 1 西北学会主催連合運動会
1907.10.261学部・秋季連合大運動会
1907.11. 22 1青年学徒運動会
1908. 3. 9 I安岳・裁寧・長淵・信}II郡連合大運動会
1908. 4.10 I仁川港宮公私立学校春季連合運動会立
1908. 5.21 1学部・秘苑運動会
1908.10.23 I渓域内各女学校運動会
1908.11.08 I 威鏡南道各学校秋季運動会
1909. 5. 3 1学部・連合運動会
1909. 5. 8 1鍾路青年会運動会
1909. 5.201義州都大運動会
1909.10.191 度支部一般官吏運動会
1909.10.301青年会幼稚部と普成中学校幼年部

蹴球競争会

1910. 4.29 1官立漢城高等学校通信管理局運動会
1910. 5. 71穣山坊内各私立学校連合運動会
1910. 5.11 1平壌大成学校・運動会
1910. 5.1引私立中学校連合運動会
1910. 5.121漢域内基督教各学校連合運動会
1910. 5.201普成専門学校運動会

*欄内記号 rSJは，ソウノレを示す。
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占司守

運動会は， r青年学生たちの運動会というだけでなく，その地方民衆
全体の運動会であった。活発な唱歌に歩調をそろえ行進する学生たちの
姿を見物するために遠く二~三十里外から，餅と弁当を支度してくる熱
心な民衆たちの姿は壮観であったr8)といわれるものであった。このよ
うな運動会は，いわば伝統的な村落共同体的性格を持つとともに，運動
会と同時に開かれた演説会や懇親会などで当時の社会状況の認識や相互
の情報交換を行なっており，単なる共向体的祭の代替物というものでは
なかった。むしろ，当時の運動会に対する当局の評価は， r此等私立学校
の中には，名を学校に籍るも喜も其実なく，或は青年子弟を集めて，日
夕遊戯調練のみを事とし或は不良の教科書を使用し，政治と教育とを混
同し，排日思想を註入」閉するというような否定的なものであった。
政府は，このような愛国的な体育運動を「実Jのない教育と位置付
け，この実態を改革しようとしたが，その一つが，運動会を春・秋2回
として統制下に置くものであった。 1909年5月3日の学部主催の官・私
立学校連合運動会は，学部主催としては最後の連合運動会であった。そ
れは，日韓併合の気運が濃くなり，恥辱的な進展に憤怒した国民の排臼
思想、が険悪となり，集団的義挙にはしることを恐れた学部が， 1909年12
月27日に財政難を口実として各地方官・私立学校に通達を出し，翌年か
ら連合運動会を廃止することにしたのである。しかし，表2に示したよ
うにその後も各地で運動会は，引き続き開催され， r併合J2カ月前の
1910年6月12日まで行われていたのである。

2 運動会の統制と民族主義的性格

1905年以後は， rある時は一校を単位として，ある時は隣接の多くの
学校が共同して大連合運動会を開催したJ却)のであるが，これを統制し
ようとしたのが1907年の大連合運動会であり，結局統制の意図も果せず
廃止にまで到るのである。

この時期の運動会の内容は， 1907年の春季運動会から見ることができ
る。これは，それ以前の各学校の運動会を「統制」する意図で行われた
ものであるが，それ以前の運動会を反映していると思われるので，以下
その内容を見ていきたい。表3のような節次によって，数千名の学徒が
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隊伍を厳粛に，礼儀正しく各種の運動を行っている。31)

当日，参集した来賓は，各府・部・院・廠・宮人及び各社会代表で

あったが，各大官以下諸氏は両夫人づれで来臨した。会場整理のために

巡検20名と憲兵20名が派遣された。また， r注意事項」として， r静粛の
ために……他人の視聴を妨筈させないことJ，r徽章」を指定したところ
に「注意し付着」することなど，警備のために巡検，憲兵を派遣される

という警戒下で行われたのである。32) さらに内容をみれば，この運動会

では， r連合体操」と「学校体操jのほか娯楽的種gが中心となってお
り，団体訓練的種田は取り入れられていない。このような内容をもっ運

動会で，学部大臣李完用は，諸学徒に「将来国事が諸君の肩上にかかる

ものだから，熱心に修業するように」却とL、う演説を行っているのであ

る。

そしてまた，節次にあるように， r運動歌」が歌われて志気発揚に用い
られた。この「運動歌jは，軍部主事金有鐸に依頼し，軍楽及び歩調に

表3 1907. 5 . 2官公私立学校春季連合大運動会・節次

j煩序 科 自 当次隊名

l 集合整列(ー隠敬礼〉 全隊

2 行進〔運動歌) 向上

3 連合体操 向上

4 旗取 第四小隊

5 毛主拾い 向上

6 球割り 各学校から20名ずつ選出

7 昼 (休憩〕

8 各学校体操 各学校任意人員

9 二人三脚 第二小隊

10 徒歩競争 第三小隊

11 騎馬競争 第一小隊

12 職員競争 有志者

13 来賓競争 向上

14 優等旗授与

15 行進(運動歌〉 全隊

16 整列 (wll辞万歳)
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合わせて制術され，各学校の運動歌が「統一」されたものであった。担)

つまり，後に見る大韓体育倶楽部運動歌や少年男子歌など類似の運動歌

が各種の運動会で歌われていたが，それらを整理し画一化したのが，こ

の運動歌であった。その歌詞をあげると，以下のようである。

〈運動歌〉

大韓帝国光武の時代富強安泰専ら留民教育普及にあり

我ら徳磨き智能発達せしめ 文明開化の先導者にならん

社会上多くの事業に当らんとせば 体の内外健康なるが一大清穏なり

勉強するとき勉強し学問錬習し 運動するとき運動し血脈流通させ

勇壮なる精神にて校門出て 仲間と隊作り 足並み揃え行進せん

天気よき平原広野愛すべき日々太極旗の下我が学校愉快に運動せん

人十なら己百なる競争心もちて活発に競争し前進してみん

正当なる名誉心中にあり 規律厳守し違反やめん

先行く人自制し暫く休まん

万人讃揚一等賞は心中のものなり

勝ちを好みて負けを嫌がるは一国なり一身なりと一般なり

上帝におかれては徳高き最貴人物にて 何事であれ発奮すれば目的達し

進め進め大声を揚げて 去悟心出さずいざ行かん

大皇帝陛下栄光あれ

我が学校全体の名誉一層光輝き

学徒たちょ学徒たちょ青年学徒たちょ

忠君心誠愛国精神忘れるなかれ

勝たんとして負けるも落胆するなかれ

明年此の時再開し勝負決さん 一日中愉快に楽しまん

凱旋歌歌い婦らん杏花咲くタ腸の天万歳万歳万万歳万歳万万歳

大韓帝国皇帝陛下万歳万万歳拘

学部は，これまでの運動会の弊端として「課業を廃LJ徒に運動ばか

りしていると非難し，これを「統制j しようとしたのであるが，この

「運動歌Jもその歌詞を画一化し「統制」しようとするものだったと考

えられる。この歌詞では， r富強安若手jや「文明開化J，さらには「社会

205 



上の事業」の達成のために「国民教育jを普及し，健康な体をつくろう

とは述べている。しかしここには，国を守るためとか，独立のためとか

としづ主張が見られないのである。これは，大韓体育倶楽部の運動歌な

どとは決定的に異なる点である。

このような「統制」下で、行われた運動会は，確かに1905年以降の運動会

の内容や形式を反映したものと考えられるが， 1909年の連合運動会廃止

後も継続して行われた私立学校の運動会の事実は，それがそのまま反映

されたものではないことを示している。その一例として，平壌の大成学

校での運動会がある。その模様を皇域新聞では以下のように報じている。

rll日，平壌大成学校では，大運動会を域内慶山地で挙行した。 300名

の学生が青・紅両隊に分かれ39種目で行われた。軍楽隊と舞童戯はその

興味を一層大きくした。時々に速報されるその勇鋭活発な気象は壮観で

あった。内外国官吏紳士及び一般男女観覧者が数万名いた。そして，こ

こで一つ特記すべき事実は，その前にあった耶蘇教中学校運動会時でも

そうだったが，平壌域内戸戸家家に太極旗を掲揚祝賀したりした。これ

は，大成学校一校に極限された運動会ではなく，風前燈火の国権を憂慮す

る国民たちの国家独立闘争意識の一つの象徴であるといえるだろう。」却

運動種目や節次は，これだけでは明らかではないが， 39種目の内に

は， r高跳び」などの種目が行われておりへ今日の陸上競技大会の種目
を含むものであった。したがって，学部主催の連合運動会の節次に見ら

れるような体操・娯楽中心のものとは異なったものであった。その事

は，同月行われた他の私立学校の連合運動会を連合陸上競技大会として

述べていることからも判断できる。すなわち，漢城市内の各私立学校で

は，学部の財政難を口実とする運動会廃止に抗議して，経費を共同負担

して，五星学校，普成学校，培材学堂，中央学校など八つの学校が三仙

坪で盛大な連合運動会を開催した。これが，事実上連合陸上競技大会の

最後であった3へといわれている。

このように，私立学校を中心とする学校での運動会の性格は，多様な

穫自を行う中で，競争心を高め民族的自覚を促し，国家危機に立ち向か

う精神と体力を養成しようとするものであったといえよう。このような

民族主義的な運動会の活動に刺激されて，いくつかの体育団体が結成さ

れたのである。
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3 体育団体の結成

1905年 5月22日，新興寺で皇域基督青年会が初めての運動会を開催し
たが，これが社会人による最初の体育団体としての活動であった。しか
し団体として正式に組織されたのは，翌年 0906年) 3月11白，械洞金
基正宅で玄場運，申鳳休，韓相字等の発起で大韓体育倶楽部が発足され
たことである。39) そして，同年6月10日40余名が東門外の永道寺で組織
的な体育機関の主催による我国最初の運動会を開き体育の一般化ととも
に学校体育が兵式体操の一部に局限されていた限界を払い内容的にも実
際的にも充実させる役割を果していくのである。40)

表 4は，w韓国体育史』で叙述された記事を表に纏めたものであ
る。 41) 同書では，この時期に結成された体育団体については，親日・反
日の区別なく列挙しているが，これを区別してみてみると，少なくとも
体操研究会 0909.10創設〉は，他の団体と性格を異にしているといえ
る。というのは，拙稿 n909年韓国改正学校令にみる学校体操』で明ら
がにしたように，当時，政府は「兵式体操Jにかわる「学校体操」とし、

表 4 1906年から1910年までの主な体育団体

年代 間 体 名 発 起 人

1906. 3 大事章体育倶楽部 玄場運，申鳳休他
1906. 4 星放基督教青年会運動部 ターナー(Turner)，金釜植他

1907. 10 大韓国民体育会 度f白麟

1908. 8 大同体育倶楽部 権性淵，趨相鋳他
1908. 9 武徒機械体育部 李照、斗，芦致5寺

1909. 1 大事章輿学会運動部 予業主主，安布貞 他
1909. 7 射弓会 李相弼，李容紋
1909. 8 三か年光昌体育会 不明

1909. 10 体操研究会 李基東，走豊竣照，金聾集
1910. 2 膏強体育部 遅聖熊，成照

」一 一一一一一一
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う教材を広めようとしていたのであるが，この団体は，その推進者であ

る李基東を中心として作られたものであるからである '2) 従って，体育

罰体も運動会の性格と両様，二つの側面を持っていたのであり，すべて

が民族運動と結び付いていたとはいえないのである。

以下では，民族運動と関連のあると思われる四団体をとりあげ，その

性格について検討したい。

N 体育団体の性格

l 大韓体育倶楽部

まず第ーに， 1906年3月に結成された大韓体育倶楽部で、ある。この団

体は，設立に際して f設立趣旨文jを出している。それによって，まず

間倶楽部の性格を見てみよう o

く大韓体育倶楽部設立趣旨文〉

国家の盛衰は，其の国民の元気隆盛にあり，其の元気の隆盛は，其の

富民の教育如何にあるが，現今文明列邦の教育を見るに，其の門が二つ

ある，日く，精神的教育である。日く，身体的教育である。所謂精神的

教育とは，其の無形をもって学問とし，高尚の心理を透明し，よく其の

精神作用の奥妙を得るものである。且つ身体教育とは，其の天然菓有の

肢体筋骨をもって，力日意調養し，其の青年活発なる気像を一新させるも

のである。我惟，大韓の教育制度は，此の国民の元気を養う一大体育的

科学に甚だおろそかなり，此により青年の瀬弱が固定し，此により国民

総体が消滅する状態に至った。何で嘆かずにし、られょうか。此処に吾人

が感ずることあり，圏中に一大体育倶楽部を設け，四方の同志青年は相

互に呼びかけあい，諸般の体育に関する遊戯等によって随意に競技し

一、以青年の気概を痛養し

一、以其の人生の娯楽を伸び伸びと行い

一、以其の上下千百載の掴民の腐敗した元気を挽回し振興させるこ

と，

惟同志、よ 惟青年よ
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ー，

光武10年 3月20日

大韓体育倶楽部臨時事務所

中署中谷第46統2戸崎

また p 同倶楽部主催の運動会では，以下のような運動歌を歌っている。

亜細亜礼儀邦わが大韓明らかなり

脊年たちょ 同志たちょ 二千万両胞たちょ

腐敗せし気象すべて捨て 活発勇気出して見む

大韓体育倶楽部は 有志向志で成立し

青年交誼惇睦し 体育運動自的なり

我が身体強健求め 文明前進に勇敢なり

一身団体屈くして 億万烏獲遺さんか

山家のごとき不変心は独立の基礎なり

修身斉家の根本なり 忠君愛国の綱領なり叫

このように，体育によって「青年の気概を甑養」し， I人生jを楽し

み， I上下千百載の国民」の元気を挽回しようとすることを自的とした

のである。それは， I帝国独立」の基礎であったのである。そして， I去

需退嬰の精神を打破し，勇敢で忠誠な心身で国家富強に奉仕しようとす

ることが，この当時の体育人たちの基本精神であったj相のである。こ

の団体がこのような目的を持ってつくられた背景は何であろうか。富家

危機意識への対応であることは確かである。しかしなぜその設置者たち

は，そのような思想と行動を持ちえたのであろうか。そこにはいくつか

の要因が関連していると考えられる。設置者たちが，どこで，誰に，ど

のようにして学んだのか，またそのような学習や研究が可能であった設

置者たちの階級や階層が関連するのかどうかなどである。ここではま

ず，設量者たちがどこで学んだかという点からその思想的背景の一つを

考えてみたい。

この団体は， I官立外国語学校出身の宮内府参理と御典通訳官により

組織された」岨)のであるが，その出身者が玄場運，申鳳休，韓相字らで

あった。
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羅絢成によれば，韓冨の蹴球の始まりは， 1906年初春から官立外国語

学校の一つである仏語学校教師仏国人マーテル氏がその学校学生たちに

指導したものである。そして， 3月11日玄場運ら三十余人が揖i間金基正

宅で競球倶楽部(大韓体育倶楽部〕というものを組織したが，これが我

国蹴球チームの最初の組織であった之L、う 41) また， w謹育年鑑』でも，

この倶楽部について韓国ではじめてのサッカーチームを組織と述べてい

る。48) このことは，二つの新聞によって裏付けられている。皇域新開1906

年3月10日付によれば，競球倶楽部が玄場運らによって組織されたとい

う記事があり，崎大韓毎日申報では，向年3月初日付記事で前掲の同倶

楽部設立趣旨文が掲載されている。

したがって，同倶楽部は，外菌語学校卒業生によって蹴球倶楽部とし

て発足されたということができる。しかしこの団体は，蹴球などの近代

スポーツのみならず，伝統的なスポーツ，即ち撃剣，柔術，打龍なども

教援し，体育活動を広く普及し，青年たちの強健な心身を育成する倶楽

部として設立されたものであった。悶

では，このような倶楽部を創った設置者たちが学んだ外国語学校とは

どのような学校であったのだろうか。

外国語学校は，第 l 期0895年 5 月 ~1906年 7 月入第 2 期 0906年 8

月 ~1909年10月L 第 3 期0909年10月 ~1911年11月〉の三期に時代区分

されている。 51)大韓体育倶楽部の設置者たちが在学したのはこのなかで

第l期であり，玄場運はじめ多くは1902年の卒業生で同窓生であった。 52)

一般に「当時の学生たちの身分は，Ej3午改革 0895年〕で身分制度は

撤廃されたが，最初はやはり訳宮家の子弟たちが多く，後に，雨班とか

常民出身も入学したJ日)といわれている。訳官とは， I医官，計士号李の技

術官とともに，中人踏級の家業として世襲されたものJ闘である。

第一期の学生の出身階層を見ると，中人階級出の人が多かった。中人

階級は，一般的に思想的には西洋文化の影響を強く受けた階級であった。

そのような影響を受けたエピソードとして，この時期の外国語学校学生

の多くが，独立運動の指導者であった徐載弼が中心になって発刊した独

立新聞 0985年4月〕でこの国の独立を訴え開化思想を鼓舞した時に，

これに呼応して髪を刈り不便な韓服を脱ぎ捨てて西洋式の制申書と制服を

着て学校に通ったという話が伝えられている。日)
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もっとも当時の外国語学校学生は，少しでも会話ができるようになれ
ば就職できるので，完全に卒業せずやめていく者が多かったという。日)
しかし，この倶楽部の発起者たちの多くは，英語学校を卒業した同窓生
でるった刊し，上述のような外国語学校の開化思想の影響を受けていた
と考えることができるであろう。郭亨基は，玄場運の体育思想、を「開化
期の諸外国語学校から受け入れた全人教育的理念に基づく近代体育教育
の固有の目標と同一次元から評価できるもの」と述べているが 201 この
ような外国語学校の思想的状況に影響されたものということができょう。
玄場運は，宮内府嘩式院主事(1903)，躍式院翻訳官(1905)，太撲司
技師(1906)，宮内部掌瞳院典把(1909)，正三品通政大夫等公験生活を
したが，日韓併合となるや官織を辞めた。そして亡国後彼は，ソウルの
輿仁学校，鳳鳴学校(1913)，海東新塾夜学校，忠清南道の唐城学校，成
鏡南道の保光中学校(1914)，慶尚南道の東爽高等普通学校 (935)，慶
尚北道の大郎私立女学校 (1938)などを転々として教鞭生活を送った。
披が教えた教科目は，英語，日本語，体育であった。 591。

以上の事実からでも，大韓体育倶楽部は，民族危機の社会状況の中で
開明的な学校教育を受けたいわば当時の若い知識層によって設立された
団体であったということができょう。即ち，これまでの漢学者などの旧
学問における知識人が体育の必要性を認識するのとは異なったタイプの
知識人が朝鮮の中に生まれていることを示すものであるということがし、
えよう。

2 大韓国民体育会

次に， 1907年10月設立された大韓国民体育会について見てみよう。同
体育会は，次のような発起趣旨書を出し，その自的を明らかにしている。

〈大韓国民体育会発起趣旨書〉

夫体育は，徳智ニ教と並んで国民教育界に不可欠な一要素である。
今日の冨民教育は，漸次発達し，徳智二教は，切薩琢磨し将来を一
新する光彩を放っているが惟ひとり体育はとても不振であり，現今
各学校で施行する体育は，兵式体操の一部分を修習するにすぎない。
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このようにきわめて不振な体育は，当然将来を一新する徳智二教と

並ぶことができない。故に，吾人は此に所感を有し，ここに体育会

を発起しようとするものである。国民教育に注意する諸君子は，奮

起し，声をつらねて賛助しなければならない。吾人は，将来諸君子

の賛成を得て，体育上に一新する光彩を放とうとするものであ

る 61)

この趣旨蓄には， r独立」とか「国権Jとし、う言葉は全く見られない。
しかし，だからといって，その事と全く無関係であると結論づけること

は早計であろう。それは，二つの理由が考えられるからである。一つ

は，この団体の設立者自身の経歴からである。この団体は，li蓋佑麟(ノ

・ペギン〉という人物によって組織されたものである。彼は，当時の各

学校の体操教師を養成する為に創設された陸軍研成学校の教師として学

校兵式体操の指導育成に功績した人として知られている。また，独立運

動家であり， 1907年安昌浩らと新民会を組織し国権回復のための活動を

している。 1914年にハワイに渡り，朴容高たちと国民軍団を創設し軍事

訓練を実施している。三・ー独立運動 0919年〕後，上海に渡り臨時政

府の軍務総長を経て， 1920年再びカリフォルニアに行き飛行士養成所を

創立し飛行士を養成し，その後ウラジオストックに行き反日運動に参加

し再び上海に戻り病死している。 62)

このように彼自身が独立運動家であったことから考えて，このような

運動と全くかけはなれたものではないだろうということである。彼は，

学会の最初の団体である両証出身者を中心とする西友学会の評議員で

あったし，秘密結社新民会の創設者であったのである。したがって，こ

の体育団体も，独立思想、と関連するものであったと考えることができる

ということである。

もうひとつは，この趣旨書でいう「将来」とは何かということである。

この文面では，現状の教育における体育の不振を将来の教育の発展の障

害になることを重視しているのである。それは，知育や徳育との比較で

述べられているのであるが，この二つの教育の発展とは何かを見る必要

があるだろう。それは，結論的にいえば，当時多数の教育団体である学

会というものが結成されるが，その活動が実学の普及と愛国精神の育成
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であり，それがかなり普及していたこととかかわって述べているという

ことである。そしてそれに比して体育面での遅れを指摘しているのであ

る。この点については，後に考察する教育団体の活動を検討する中でも

う一度考えることにしたい。従って，この趣旨書で強調されている将来

とは，少なくともこのような観点から見る必要があるということは指摘

することができる。

さらにまたこのような観点から見れば， 産伯麟は，趣旨書の中で現在

の体育教育が兵式体操の「一部分」を「修習Jしているに過ぎないこと

に留意しているのであって，もっと完全な兵式体操を行なうことを含め

て，体育の内容を「一新Jずる必要を訴えているといえよう。したがっ

て，ここでは，当時私立学校等で盛んであった「兵式体操Jをやってい

ることを批判しているのではないといえよう。

屋伯麟は，日本に渡り慶応義塾普通科陸軍士官学校を卒業して，帰国

後陸軍正領に任命され，官立武官学校の教育局長・校長を歴任している。

1907年韓国軍隊が日本によって解散されると，一足故郷に帰り鉱山や皮

革商などを経営したりした。その後，上述のように独立運動に参加する

ようになったのである。彼がいつ贋から独立運動に参加するようになっ

たかは明らかではないが， 1906年11月に西友学会設立と同時に教務員の

一人に選出されており，表1に示したように『西友』第7号から第四号

にかけて「愛国精神談」を連載している。したがってこの時点では既に

国権田復運動との関係を持っていたということができる。

この経歴が示す通り，彼も新学問と新式軍事訓練を学んだ一人といえ

よう。しかも彼の場合は明確に「学会」や「新民会Jとし寸秘密結社と

の関係が明らかなように，民族主義的な体育団体が愛国啓蒙運動と結び

付いていたことを示しているのである。

3 皇竣基督青年会運動部

皇城基督青年会に付設された運動部は，会長にターナー(A.B. 

Turner)，総務にギレット (PhillipL.Gillet)がなり，金歪植，食星溶，玄

東戟等が会員として1906年4月に創立された。由) この運動部は，青年の

体費を強健にさせる目標で組織された。また，野球やパスケ γ トボール
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等の近代スポーツを輪入し，朝鮮近代体育発展に多大の貢献を残した団

体といわれている。制}

この時期の私立学校の多くは，反日的風潮が強かったが，キリスト教

系の私立学校においても反日的風潮が強まり，そこから独立運動への参

加者も出ている。皇城基督青年会運動部の発起人の一人である金歪植も

その一人であった。

彼は，孤児でアンダーウッドとし、う宣教師の家で西洋式教育と基督教

育を受けている。 1904年アメリカ，プリンストン大学大学院で修土学位

を受け翌年帰国している。アンダーウ γ ド学堂の後身である倣新学校の

教官等を膝任している。 1913年，中国に亡命し， 1918年モスクワの遠東

弱小民族大会に朝鮮代表として参加し， 1919年臨時政府外務部長とし

て，パリ平和会議に全権代表として出席している。その後，学務総長，

欧米委員部委員長を兼任している。また，満州に行き大韓独立軍国，高

麗革命軍の組織に参与している。 8・15解放後，反託運動の戦闘に立っ

たが，南朝鮮単独選挙に反対し，統一政府樹立に活躍したが失敗し，政

治活動から引退した。白)

青年会は，上述のような目的で組織されたものであるが，このような

独立運動家の影響から全く無関係のものではなかったと考えられる。ま

た，当時の運動会の性格を考えると，間青年会運動部が主催した運動会

や対抗競技会聞が，独立思想の普及の場であったといえるであろう。

4 大韓興学会運動部

大韓興学会運動部は，日本の東京にある留学生団体である大韓，大

極，共修，研学会等の会員と一般留学生が， 1909年 1月10日東京大韓留

学生監督部内で大韓輿学会を組織し，運動部を付設し作ったものである。

同会第l回臨時評議会で，書記員，幹事員，会計部，編集部，出版部，

教育部，討論部，可察部，運動部の各委員を選び，運動部には，タ糞

鉱，連照駿，安布貞，張淳朝，魚允斌，予教重，柳東透等が選任され

た。町} 開運動部の思想と活動について筆者は既に，同会が発行した「月

報Jをもとにして明らかにしているように，夏季休暇を利用して帰国

し，ソウルを始めとして各地で野球やテニスの模範試合を行ったり，英
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米チームとの交流試合を行なったりした。このような新しいスポーツの
育成に貢献する一方，一酉の強弱盛衰は国民の健康と体育の発展にある
という認識から運動を奨励し春と秋に運動会を開催しているのであ
る。醐

同学会は，留学生の親睦団体として結成されるが，他の地で母国の置
かれた状態を考えるようになり，日韓合併に反対したり，自由と独立の
思想、に啓発されたものと成ってしぺ。このような輿学会の性格から，間
運動部も単にスポーツの普及を自的としただけではなく，独立思想、に基
づく「国権回復J運動の一翼を担っていたということができる o

以上のように，この時期の体育団体の性格を検討してきた。その性格
は，羅絢成が言うように「体育運動を通しての民族団結こそは，国権回
復の唯一の力」であるとL寸認識に基づくものであった。このような認
識に影響を与えたものは，当時の救国運動，とりわけ愛国啓蒙運動で
あったことは，直伯麟のように明確に表われていなくても，近代的新教
育の影響を受けた玄場運や金蓋植などの活動から理解することができる
のである。

結論

体育団結の結成は，運動会の開催を刺激として起ってくるのである
が，運動会の性格が娯楽的なものから，民族団結の場へと変化してきた
ように，そこには「併合J前の韓国内の教育救国，愛国啓蒙運動の影響
を見逃すことができない。特に， 1905年以後の運動会の内容や開催者が
変化したことは，愛国啓蒙運動が活発化し『皇城~， w帝国~， w中央~ ， 
『毎日』等の新聞による啓蒙活動を始め，多くの「学会」が結成されたこ
とと深い関わりを持っている。体育団体の発起人や設立人が， r学会Jの
会員であったり独立運動家であったことは，このことを物語っているの
である。しかし，このような学会会員が体育団体を組織しない場合で
も，国家的危機の進行とし、う状況の中で開明的な新教育の影響を受けな
がら，体育が独立や国権回復に必要なものであるという認識が生まれた
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ということができょう。そこには出来の漢学中心の知識人とは異なる新

しい階層から生まれた若い知識人が生まれていることを示していたので

ある。このような独立思想や民族主義と体育の結合という点、は，朝鮮の

近代体育運動の性格きどきわめて特徴的に示しているのである。

1910年日韓併合によって，これらの団体はすべて解体されてしまう。

多くの独立運動家は，海外に亡命したりした。しかし，ここで生まれた

教育団体における思想と運動は，完全に消しさることは出来なかった。

1920年，日本留学生やソウル在住体育人によって朝鮮体育会が結成され

るのである。この団体が，窒息下の朝鮮人にとって一つの文化的光彰を

放っ運動を展開したことは言うまでもない。

併合前の体育団体結成の思想と行動は，優勝劣敗の競争社会にあって

朝鮮が生き抜いていくために必要な体力の必要性を「民族の身体」とし

て位置付け， I民族危機」を克撮する方途として規定するものであり，そ

の後の体育運動の思想的基礎を形成されるものであったということがで

きょう。
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